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〈
研
究
論
文
〉銭

観
音
の
寺

i
i

玄
徳
寺
由
緒
i
i

柴
田

芳
成

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
の
万
博
記
念
公
園
駅
を
時
計
の

6

時
の
位
置
と
し
て
、
万
博
記
念
公
園
を
真
上
か
ら
見
る
。
や
や
濡
平
で
は
あ
る
が
、

そ
の
1

時
と
2

時
の
筒
、
万
博
公
園
の
外
周
に
沿
っ
て
走
る
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
の
阪
大
病
院
前
訳
(
ロ
時
の
位
置
)
と
公
園
東
口
駅

(
3時
の
位
置
)
の
ほ
ぼ
中
間
、
竹
林
に
閤
ま
れ
た
南
春
日
丘
の
一
番
高
い
場
所
に
玄
徳
寺
(
臨
済
宗
妙
心
守
派
)
が
あ
る
。
門
を
入
っ

て
す
ぐ
の
植
え
込
み
に
は
、
「
白
華
山
玄
徳
禅
寺
」
の
プ
レ
ー
ト
と
、
「
銭
観
音
・
:
/
文
化
六
年
巴
:
・
」
と
刻
ま
れ
た
お
柱
が
見
え
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
玄
徳
寺
の
本
尊
で
あ
る
銭
観
音
に
関
す
る
説
話
を
読
ん
で
み
た
い
。

吋
観
音
冥
応
集
』
(
以
下
『
冥
応
集
』
と
示
す
)

を
次
に
掲
げ
る

の
巻
四
第
三
十
一
話
、
「
銭
箱
ヨ
リ
観
音
ノ
形
像
出
現
ノ

〈
天
満
曾
根
崎
ニ
ア
リ
ノ
〉
」

(
私
に
A
・

B
-
C

と
分
け
た
)
。

A

摂
州
酋
成
郡
天
満
曾
根
埼
霊
山
今
竜
ノ
本
尊
銭
観
音
ノ
来
現
ヲ
尋
ル
ニ
、
最
前
ノ
問
中
津
、
小
笠
原
家
ニ
仕
官
セ
ル
沢
井
庄
兵
衛
ノ
尉

ト
云
シ
人
ノ
令
子
、
角
助
ト
イ
ヘ
ル
妙
年
ノ
人
、
生
質
淳
撲
ニ
シ
テ
常
一
一
深
ク
観
音
ヲ
信
ジ
、
且
又
父
母
一
一
孝
ヲ
ツ
ク
シ
、
平
素
ノ
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志
シ
厚
ク

ア
ル
コ
ト
ヲ
、
終
一
一
関
ノ
守
開
シ
メ
シ
テ
、
近
習
ノ
職
ニ
ソ
ナ
ヘ
ラ
レ
、

三
庖
従
シ
、
五
百
石
ノ
禄
ヲ
賜
フ
。

一-ま徳寺由緒一一(柴関)

イ
ツ
ノ
年
ニ
ヤ
ア
リ
ケ
ン
、
江
府
ノ
役
能
勤
メ
ナ
シ
、
年
モ
満
テ
国
ニ
鯖
ク
。
玉
牟
ノ
道
ノ
ホ
ド
、
風
邪
ノ
病
ニ
ヵ
、
リ
、

家
ニ
帰
リ
テ
モ
快
カ
ラ
ズ
、
定
業
ノ
命
ハ
セ
ン
ス
ベ
モ
ナ
ク
テ
、
寛
文
元
年
十
月
十
一
日
ノ
夕
、
行
年
十
九
ニ
シ
テ
卒
シ
、
一
圭
宗

秀
ト
改
名
ス
。
其
母
夫
ニ
ヲ
ク
レ
、
又
一
子
ヲ
失
ヒ
同
ジ
煙
リ
ニ
モ
升
リ
ナ
ン
ト
、
時
焦
レ
テ
、
無
常
ノ
理
ヲ
悟
リ
、
問
国
関
善
寺

雪
庵
和
尚
ニ
謁
テ
、
剃
髪
授
戒
シ
テ
、
以
空
比
丘
尼
ト
名
付
一
ア
、
偏
ニ
菩
提
ノ
門
ニ
歩
ヲ
運
ピ
、
死
ノ
終
ハ
浬
繋
ノ
定
室
ニ
坐
セ
ン

コ
ト
ヲ
ノ
ミ
求
メ
、
彼
ノ
別
シ
宗
秀
信
士
ノ
為
ニ
、
日
夜
普
門
品
ヲ
読
諦
シ
、
一
ツ
ノ
箱
ヲ
仏
前
一
一
置
、
看
経
ノ
度
ゴ
ト
ニ
銭
ヲ

浄
水
ニ
洗
、
一
巻
諦
ジ
克
レ
パ
一
銭
ヲ
投
入
テ
、
積
リ
テ
後
観
点
目
ノ
尊
像
ヲ
、
造
立
セ
ン
コ
ト
ヲ
警
テ
、
花
ノ
朝
月
ノ
夕
、
吏
ニ
怠

ル
コ
ト
ア
ラ
ズ
。
既
ニ
七
年
一
一
ナ
リ
ヌ
。
即
チ
開
善
寺
雷
庵
和
尚
ヲ
請
ジ
、
供
養
ヲ
ハ
リ
テ
、
其
夜
隣
家
ヨ
リ
火
出
デ
、
軒
ヲ
並
ベ

シ
大
一
度
、
梁
リ
ヲ
ツ
マ
ケ
シ
重
展
、
一
瞬
ノ
間
ニ
焼
失
ヌ
。
其
翌
日
蟻
灰
ノ
中
ニ
奇
シ
キ
光
明
ヲ
放
ツ
処
ア
リ
。
鹿
ヲ
払
ヒ
テ
見
レ

パ
、
以
空
尼
ノ
年
比
集
メ
置
レ
シ
彼
育
錦
、
自
ラ
鈴
ケ
凝
結
リ
テ
、
其
長
三
寸
パ
カ
リ
ノ
観
点
回
ノ
尊
像
、
岩
波
ノ
台
座
ト
共
ニ
顕
レ

玉
フ
。
百
福
荘
厳
千
花
開
発
シ
テ
、
北
日
光
功
徳
山
王
如
来
、
碧
螺
ノ
間
微
妙
ノ
相
好
資
ク
宝
月
ノ
輝
一
切
ノ
毛
孔
皆
清
浄
ニ
シ
テ
、

慈
ア
リ
威
ア
リ
。
是
ゾ
此
ノ
火
中
ノ
蓮
華
ナ
ラ
シ
盟
中
ノ
貴
賎
男
女
、
奇
異
ノ
思
ヲ
ナ
シ
、
希
有
殊
勝
ナ
ル
コ
ト
ヲ
、
国
ノ
守
開
玉

銭観音の寺

拾
リ
、
花
一
房
一
至
誠
信
心
ノ
ア
マ
ワ
ニ
、
御
関
子
等
ヲ
荘
厳

彩
色
シ
テ
、
乍
ニ
寄
附
シ
玉
ヒ
ケ
リ
。
黄
葉
山
ノ
諸
禅
師
タ
チ
、
伝
開
玉
ヒ
テ
拝
稽
首
シ
テ
、
各
讃
ヲ
書
シ
テ
贈
リ
ツ
玉
フ
。
以
空
尼

弥
信
心
増
進
シ
テ
、
禅
諦
怠
一
フ
ズ
限
時
ヲ
守
ル
ガ
如
ク
ニ
、
此
尊
像
ヲ
秘
蔵
シ
タ
テ
マ
ツ
ヮ
、
終
一
一
一
元
禄
六
年
、
八
月
十
日
ニ
正
念

ヒ
、
渇
仰
ノ
思
ヲ
起
シ
、
城
中
ニ
請
ジ
入
玉
ヒ
、
沈
檀

校
ヲ
捧
ゲ
、

ニ
円
寂
シ
ヌ

B

雪
庵
和
尚
ハ
先
ニ
隠
屠
シ
テ
、
今
ノ
霊
考
庵
一
一
住
シ
玉
フ
。
尼
ノ
師
タ
ル
ニ
依
テ
遺
言
シ
テ
、
和
尚
ノ
海
ニ
寄
附
シ
、
諸
人
ノ
疑
ヲ

解
、
多
ノ
信
心
ヲ
起
サ
シ
メ
、
邪
見
ノ
議
ニ
知
サ
シ
メ
ン
ト
願
ヒ
キ
。
一
念
ノ
化
縁
広
大
ナ
ル
コ
ト
、
誠
一
一
海
ヲ
額
ケ
テ
モ
最
リ
ガ

タ
ク
、
山
ヲ
コ
ボ
チ
テ
モ
尽
シ
ガ
タ
シ
。
然
ニ
和
尚
遷
化
ノ
後
、
尼
ノ
家
族
霊
像
ヲ
持
シ
テ
国
ニ
帰
リ
、
我
家
ニ
安
置
セ
ン
ト
思
ヒ

シ
ニ
、
英
タ
ヨ
リ
夜
々
家
鳴
光
飛
テ
驚
動
ス
。
御
闘
ヲ
下
シ
テ
見
レ
バ
、
和
尚
ノ
室
ニ
御
帰
リ
ア
ル
ベ
キ
ヨ
シ
ナ
レ
パ
、
又
又
篭
主
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生
寸
リ
奉
リ
テ
帰
入
シ
玉
フ
。
大
悲
ノ
巨
韓
関
々
ニ
満
、
大
慈
ノ
冥
応
所
々
ニ
遍
ネ
ケ
レ
ド
モ
、
今
此
銭
観
音
不
思
議
ノ
霊
験
、
誰
ノ

人
カ
信
ゼ
サ
一
フ
ン
ヤ
。

C

予
其
尊
像
ヲ
拝
ス
ル
ニ
実
ニ
今
時
ノ
仏
師
ノ
及
ブ
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
宝
座
ハ
蓮
葉
ノ
舟
ノ
如
シ
。
後
ニ
海
水
波
ヲ
揚
ル
ノ
形
ア
リ
テ
、

尚
又
銭
ノ
文
モ
残
レ
リ
。
彼
ノ
弘
誓
謀
、
深
ノ
海
ヨ
リ
ノ
出
デ
、
、
苦
海
常
没
ノ
衆
生
ヲ
済
度
シ
玉
フ
標
相
、
誠
一
一
貴
イ
カ
ナ
滋
シ
イ
カ

ナ
。

告~ 38 吟 (2012)

喜
一
〈
応
集
』
は
、
真
骨
一
口
僧
の
蓮
体
が
観
音
の
霊
験
謂
を
集
成
し
た
作
品
(
「
日
本
古
今
ノ
霊
応
ヲ
集
メ
テ
大
成
セ
ン
ト
欲
ス
」
、
「
和
国
ニ

ハ
殊
ニ
霊
験
多
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
古
人
筆
記
ス
ル
事
ナ
キ
ガ
故
ニ
、
伝
ル
事
希
ナ
リ
。
予
常
一
一
此
ヲ
歎
ク
ガ
故
ニ
、
今
囲
随
ヲ
志
一
ア
集
録

ス
ル
モ
ノ
ナ
ワ
」
(
巻
一
第
一
話
乙
で
あ
り
、
宝
永
一
一
、
一
一
一
年
(
一
七O
五
、
六
)
に
刊
行
さ
れ
た
。
右
の
説
話
に
語
ら
れ
る
寛
文
七
年

(
一
六
六
七
)
の
銭
観
音
火
中
出
現
か
ら
四
十
年
ほ
ど
後
で
あ
っ
て
、
文
中
に
は
「
予
其
尊
像
ヲ
拝
ス
ル
ご
と
蓮
体
が
実
見
し
た
こ
と

も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
説
話
内
容
を
確
認
し
て
お
く
。

日本語・日本文化

A

で
は
、
曾
根
崎
霊
山
今
絡
の
銭
観
音
の
出
現
出
来
が
語
ら
れ
る
。
豊
前
回
中
津
藩
小
笠
原
家
に
仕
え
る
沢
井
庄
兵
衛
ノ
尉
の
子
角
助
が

十
九
歳
で
亡
く
な
り
、
そ
の
母
は
開
設
問
寺
の
雪
庵
和
尚
に
つ
い
て
出
家
受
戒
し
て
以
内
エ
尼
と
名
乗
る
。
日
夜
普
門
口
聞
を
請
し
、
観
音
像
造

立
の
た
め
に
浄
銭
を
貯
め
て
い
た
が
、
角
助
の
七
回
忌
の
折
、
隣
家
の
火
災
に
よ
り
類
焼
し
た
。
そ
の
焼
け
跡
で
見
つ
か
っ
た
銭
箱
の
中

か
ら
観
音
像
が
出
現
す
る
。
田
中
の
人
々
の
尊
崇
を
集
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
関
守
か
ら
御
厨
子
を
賜
り
、
黄
紫
僧
か
ら
も
讃
が
贈
ら
れ

た
。
以
空
尼
は
没
す
る
ま
で
そ
の
像
を
大
切
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
像
を
現
在
に
伝
え
る
玄
徳
寺
の
ご
住
職
の
お
話
し
で
は
、
お
顔
部
分

は
整
え
る
た
め
に
予
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
姿
は
説
話
に
諮
ら
れ
て
い
る
通
り
、
風
に
一
慨
ら
れ
る
波
の
上
に
立
っ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
、
波
が
洗
う
岩
座
の
所
々
に
は
、
確
か
に
銭
文
の
形
が
残
っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る

(
{
参
考
資
料1
〕
)
。

い
わ
ば
「
見
立
て
」
と
も
き
悶
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
出
現
の
様
相
は
、
溶
け
て
臨
ま
っ
た
銅
銭
に
観
音
の
尊
像
を
見
出
し
た
、

新
開
水
緒
氏
は
吋
観
音
新
験
録
』
所
収
の
観
音
霊
験
誼
を
分
析
す
る
中
で
、
近
世
の
、
こ
う
し
た
霊
験
仏
の
出
現
の
あ
り
さ
ま
に
つ
い
て
、

library
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限

「
近
世
の
観
音
菩
薩
は
、
下
女
や
獣
の
姿
に
化
身
し

て
人
々
の
前
に
現
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
霊
芝
や
タ

顔
の
種
形
と
な
っ
て
顕
現
し
た
り
、
あ
る
い
は
釣
上

げ
ら
れ
た
り
、
井
底
か
ら
発
見
さ
れ
た
り
す
る
の
で

一一玄徳寺自給一一(柴任1)

もこも
ののの
と銭で
い観は
え音な
るのい
だ姿だ
ろはろ
えまう
υ さか
もに」

っそと
との世
も剖議

に 1?
宝挙ぶ山
町J えず端

背らにを
景れ :iす示
にる干す

あ
る
。
こ
れ
も
近
世
人
の
現
実
感
覚
の

は
、
近
世
の
社
会
が
も
っ
て
い
た
文
化
に
対
す
る
態

度
に
加
え
て
、
何
よ
り
も
観
音
出
現
の
顛
末
を
見
開

き
し
た
人
々
の
、
子
を
思
う
以
空
尼
の
気
持
ち
へ
の

共
感
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

銭観音の王子

【参考資料 1 】

B

は
、
以
空
尼
の
死
後
の
い
き
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
る
。
以
内
エ
尼
の
師
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
銭
観
音
は
、
す
で
に
中
津
を
離
れ
て
大
坂

一
時
は
以
空
尼
の
家
族
が
豊
前
閣
に
持
ち
帰
っ
た
が
、
不

曾
根
崎
の
霊
山
今
庵
に
隠
居
し
て
い
た
雪
庵
和
尚
の
充
に
渡
る
。
和
尚
の
没
後
、

思
議
が
生
じ
た
た
め
に
、
和
尚
の
庵
に
一
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
。

七
O
六
)

C

で
は
、
そ
の
観
音
像
を
実
際
に
自
に
し
た
筆
者
蓮
体
の
感
想
が
記
さ
れ
る
。
以
空
尼
の
没
年
が
元
禄
六
年
(

応
集
』
の
刊
行
が
宝
永
三
年
(
で
あ
る
か
ら
、
蓮
体
は
そ
の
十
年
ほ
ど
の
聞
に
見
た
こ
と
に
な
る
。

六
九
三
)
で
あ
り
、
『
冥

library
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さ
て
、
右
の
説
話
に
登
場
す
る
人
物
に
つ
い
て
み
る
と
、
銭
観
音
出
現
の
、
き
っ
か
け
と
な
っ
た
沢
井
家
の
人
々
、
沢
井
庄
兵
衛
ノ
尉
、

た
だ
、
以
空
尽
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
情
報
を
加
え

そ
の
息
子
角
助
、
お
よ
び
以
内
エ
尼
に
関
し
て
、
詳
細
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

る
こ
と
が
で
き
る
。
「
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
(
以
下
『
大
成
』
と
表
記
す
る
)
「
銅
銭
観
音
堂
」の
項
を
次
に
掲
げ
る
。

日本語. 13 本文化負r~ 38 サ (2012)

銅
銭
観
音
堂
〈
生
玉
門
前
の
南
、
玄
徳
寺
に
あ
り
、
霊
験
い
ち
じ
る
し
と
て
詣
人
平
生
に
間
断
な
し
〉

当
尊
錦
銭
観
音
の
来
由
を
尋
ね
る
に
、
往
昔
、
寛
文
の
年
間
、
九
州
豊
前
国
中
津
侯
の
家
臣
に
浮
井
庄
兵
衛
と
い
へ
る
有
。
没
後
、

一
子
角
助
、
若
年
な
が
ら
家
督
を
柄
て
禄
五
百
石
を
賜
ふ
。
然
る
に
年
を
章
一
ね
ず
、
十
九
歳
に
て
身
没
ぬ
。
母
の
歎
き
た
と
へ
ん
に

も
の
な
し
。
土
大
庄
兵
衛
没
し
て
後
、
又
も
や
頼
み
力
と
せ
し
一
子
に
別
れ
し
秋
山
傷
礁
か
し
と
想
像
れ
て
哀
れ
な
り
。
斯
て
母
親
は
悲

し
み
の
余
り
、
菩
提
所
開
諮
問
寺
に
詣
で
、
住
職
雪
庵
和
尚
を
師
と
し
て
剃
髪
受
戒
し
、
以
空
比
丘
尼
と
号
し
、
夫
と
一
子
の
為
に
一

心
不
乱
に
普
門
品
を
読
論
し
、
花
の
靭
月
の
タ
も
更
に
怠
る
こ
と
な
く
、
一
の
穣
を
仏
前
に
そ
な
へ
、
普
門
品
一
遍
を
読
終
れ
ば
一

銭
を
水
に
て
洗
ひ
、
此
絡
に
入
を
き
、
積
れ
る
銭
を
以
て
観
音
の
尊
像
を
建
立
せ
ん
こ
と
を
誓
り
。
斯
の
ご
と
く
す
る
事
既
に
七
年

に
及
ひ
、
寛
文
七
年
十
月
十
一
日
は
亡
子
の
七
回
忌
に
当
り
ぬ
れ
ば
、
懇
に
法
事
を
営
み
終
り
し
か
、
其
夜
は
か
ら
ず
隣
家
よ
り
火

起
り
て
、
以
空
尼
の
宅
も
共
に
類
焼
す
。
以
空
は
翌
日
お
ど
ろ
き
乍
ら
灰
を
払
ひ
て
、
年
月
積
た
る
彼
銭
の
有
所
を
尋
ぬ
る
に
、
悉
々

く
焼
蕩
け
て
一
塊
と
な
れ
り
。
頓
て
浄
水
に
て
洗
ひ
是
を
見
れ
ば
、
銭
の
形
累
々
と
か
さ
な
り
、
船
座
と
な
り
、
蕩
流
れ
し
は
ず
な

わ
ち
御
長
一
一
一
寸
許
の
補
陀
落
観
世
音
の
霊
像
と
現
れ
給
ふ
。
実
や
是
、
以
内
エ
比
丘
尼
信
心
の
感
ず
る
所
に
し
て
、
尊
容
自
然
と
出
現

J五

ぜ
し
ぞ
難
有
き
。
邦
君
に
も
開
及
ば
せ
給
ひ
、
御
拝
覧
の
上
、
御
関
子
を
寄
刊
し
給
ふ
。
斯
有
し
程
に
、
黄
柴
木
荏
禅
師
、
高
泉
和

尚
等
、
其
伝
記
を
書
送
ら
れ
、
世
々
の
読
と
せ
ら
れ
け
る
。
爾
後
、
元
禄
六
年
炎
額
八
月
、
以
内
エ
比
丘
尼
七
十
七
歳
に
て
逝
去
す
。

以
空
の
鮪
雪
魔
和
尚
、
其
頃
は
摂
州
天
満
郷
霊
山
今
庵
に
住
居
せ
ら
る
、
に
依
て
、
以
空
没
後
、

の
霊
像
を
霊
山
今
庵
に
迎
へ
て
安
置
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一」

ノ、

す
〈
此
旧
地
、
北
の
神
明
門
前
す
じ
を
俗
に
銭
観
堂
と
字
す
。
是
銭
観
音
の
就
に
し
て
此
辺
り
霊
山
今
庵
の
古
祉
な
る
べ
し
〉

一
元
禄
壬
午
年
、
雪
庵
の
弟
子
某
当
寺
に
住
職
せ
ら
れ
し
に
よ
り
、
此
霊
像
も
共
に
当
寺
に
安
置
し
奉
り
、
今
に
至
っ
て
恭
敬
し
奉
る

所
な
り
。
委
き
事
は
策
緊
木
府
和
尚
、
開
高
泉
和
尚
、
開
月
揮
和
尚
、
前
妙
心
雪
庵
和
尚
、
又
一
時
軒
等
の
縁
起
あ
れ
ば
、
愛
に
其

〉
は
封
書
を
示
す
、
句
読
点
を
付
す
な
ど
表
記
は
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
)

略
を
一
一
一
認
す
間
己
と
寺
記
の
略
に
見
へ
た
り
。
(
〈

『
冥
応
集
』
と
間
内
容
の
説
話
が
一
諮
ら
れ
る
中
で
「
一
冗
禄
六
年
笑
酉
八
月
以
空
尼
七
十
七
歳
に
て
逝
去
す
」
と
あ
る
。

た
没
年
と
も
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
記
述
を
{
信
用
し
て
逆
算
す
る
と
、
以
空
尼
は

一一玄徳寺由緒一一(柴限)

行
す
る
銭
観
音
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、
『
観
音
新

験
録
』
(
月
樟
編
、
元
禄
九
年
(
一
六
九
六
)
刻
印
)
が

あ
る
が
、
そ
の
第
十
三
話
「
青
銅
ノ
化
現
」
の
冒
頭

に
「
尼
以
空
ハ
乃
チ
渋
田
見
氏
ナ
リ
ノ
。
其
ノ
先
ハ
出

ッ
ニ
於
信
ノ
仁
科
氏
ニ
。
適
…
一
中
津
ノ
沢
井
氏
ニ
L

そ
の
出
自
は
渋
回
見
氏
で
あ
っ

銭観音の4r

と
の
記
述
が
あ
り
、

た
こ
と
が
わ
か
る
。
信
濃
の
仁
科
氏
に
遡
る
渋
倒
見

氏
は
小
笠
原
家
の
重
思
で
あ
り
、
小
倉
藩
で
は
家
老

を
務
め
る
家
で
も
あ
っ
た
。

角
助
、
ま
た
そ
の
父
沢
井
庄
兵
衛
ノ
尉
が
仕
え
た

中
津
藩
の
小
笠
原
家
は
、
寛
永
九
年
十
月
、
豊
前
簡
・

最
後
国
臨
東
都
を
領
じ
て
い
た
細
川
氏
が
肥
後
に
移

封
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
そ
の
旧
領
地
に
配
さ

に
あ
っ

年
の
誕
生
と
な
る
。
ま
た
、
喜
一
〈
応
集
』
に
先
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れ
た
小
笠
原
氏
四
家
の
つ
で
、
在
任
期
間
か
ら
判
断
す
る
と
、
兵
衛
ノ
尉
・
角
助
が
仕
え
た
藩
主
は
初
代
の
長
次
(
寛
、
氷
九
年
十
月
1

寛
文
六
年
五
月
)
、
銭
観
音
の
評
判
を
聞
い
て
御
厨
子
(
{
参
考
資
料

2
}
)
を
賜
っ
た
の
は
二
代
の
長
勝
(
寛
文
六
年
八
月

1

天
和
二
年

十
二
月
)
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
銭
観
点
目
に
対
し
て
讃
を
送
っ
た
業
紫
僧
に
つ
い
て
、

っ
た
僧
と
し
て
、
「
策
緊
木
竜
禅
師
、
高
泉
和
尚
等
」

は
そ
の
名
を
詑
さ
な
い
が
、

に
よ
れ
ば
、
「
其
伝
記

の
名
が
見
ら
れ
る
。
木
謄
禅
師
の
も
の
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
高

第 38 号 (2012)

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

以
空
思
の
師
で
あ
る
雪
庵
に
つ
い
て
も
情
報
は
少
な
い
。
『
大
成
』
に
「
前
妙
心
雪
庵
和
尚
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派

に
属
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
昭
和
改
訂
正
法
山
妙
心
禅
寺
宗
派
図
』
に
よ
っ
て
確
認
す
る
と
、
「
雪
庵
」
を
名
乗
る
僧
は
複
数
い
る
が
、

時
期
か
ら
推
し
て
、
「
雪
庵
宗
延
(
ま
た
は
慈
延
)
」
(
慶
安
四
年
一
一
一
月
十
六
日
前
堂
職
を
棄
け
る
)
が
該
当
す
る
か
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、

そ
れ
以
上
に
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

泉
和
尚
の
も
の
は
玄
徳
寺
発
行
の
冊
子
(
後
述
)

日本語・日本文化

次
に
、
説
話
中
の
寺
院
名
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
吋
官
一
〈
応
集
』
本
文
冒
頭
、
「
摂
州
西
成
郡
天
満
曾
根
崎
霊
山
今
篭
」
は
、
雪
庵
和
尚
の

所
で
あ
り
、
銭
観
音
の
安
置
さ
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
が
、
現
存
し
な
い
。
正
確
な
旧
所
在
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
主
人
成
』
の
に
よ
っ

て
お
お
よ
そ
の
位
置
は
見
当
が
つ
く
。

霊
場
庵
に
安
寵
す
〈
此
旧
地
北
の
神
明
門
前
す
じ
を
俗
に
銭
観
堂
と
字
す
。
是
銭
観
音
の
詑
に
し
て
此
辺
り
霊
山
今
庵
の
古
祉
な
る
べ

し
〉
(
吋
大
成
』
「
銅
銭
観
点
目
堂
」
項
)

同
神
明
の
門
前
南
北
の
通
り
を
い
ふ
。
今
誤
り
て
銭
観
堂
と
い
ふ
。
元
禄
中
、
雪
庵
和
尚
こ
の
辺
り
に
住
し
、
霊
存
薬
と
号
し
銅
銭

観
音
の
霊
像
を
安
置
せ
ら
れ
し
に
よ
り
、
世
俗
こ
れ
を
銭
観
音
堂
と
称
し
、
其
通
り
を
銭
観
音
堂
す
じ
と
言
ひ
し
が
、
後
に
生
王
の

南
玄
と
く
寺
に
此
尊
像
、
な
迂
し
て
よ
り
、
口
ハ
そ
の
名
の
み
存
り
し
を
、
終
に
あ
や
ま
っ
て
銭
ぐ
わ
ん
堂
と
は
い
ひ
な
ら
わ
せ
り
。
右

七

観
世
音
の
由
来
は
玄
徳
寺
の
篠
下
に
委
し
く
出
せ
ば
、
こ
、
に
略
す

「
銭
観
音
篠
」
項
)
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以
空
尼
の
没
年
(
元
禄
六
年
)
に
近
い
、
元
禄
四
年
の
界
新
撰
増
補
大
坂
大
絵
国
』
(
【
参
考
資
料
3

・
3
A

】
(
上
が
北
)
)
に
は
、

根
崎
の
地
に
あ
っ
た
神
明
社
の
社
前
を
南
北
に
は
し
る
通
り
が
見
え
る
。
吋
大
成
』
の
記
述
か
ら
、
霊
山
今
庵
は
こ
の
通
り
に
沿
っ
た
場
所
に

あ
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
(
現
在
、
神
明
社
は
露
天
神
社
内
に
末
社
と
し
て
杷
ら
れ
て
お
り
、
出
境
内
地
に
は
碑
が
残
る
だ
け
で
あ
る
)
。

吋
大
成
』
で
は
、
「
銭
観
音
篠
」
項
に
「
後
に
生
去
の
南
玄
と
く
寺
に
此
尊
像
を
迂
し
て
」
と
あ
り
、
「
鍛
銭
観
音
堂
」
項
で
も
項
目
名

に
続
け
て
割
書
で
「
生
玉
門
前
の
南
、
玄
徳
寺
に
あ
り
、
霊
験
い
ち
じ
る
し
と
て
詣
人
平
生
に
間
断
な
し
」
と
あ
る
。
幕
末
に
は
玄
徳
寺

の
銭
観
音
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
実
際
に
現
在
地
に
移
っ
た
今
も
、
銭
観
音
は
玄
徳
寺
の
本
尊
と
し
て
杷
ら
れ
て

務 38 号 (2012)

い
る
。

い
つ
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

で
は
、
銭
観
音
が
玄
徳
寺
に
入
っ
た
の
は
、

『
大
成
』
「
銅
銭
観
音
堂
」
項
の
本
文
中
に
、
「
元
禄
壬
午
年
、
雪
庵
の
弟
子
某
当
寺
に
住
職
せ
ら
れ
し
に
よ
り
、
此
霊
像
も
共
に
当
寺

に
安
置
し
奉
り
、
今
に
至
っ
て
恭
敬
し
奉
る
所
な
り
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
と
、
寺
伝
に
い
う
「
元
禄
十
五
年
の
頃
、
こ
の
雪
庵
老
僧
の

弟
子
大
槌
和
尚
が
当
玄
徳
寺
に
住
職
せ
ら
る
る
に
擦
し
、
こ
の
観
音
大
士
の
霊
像
と
以
空
禅
尼
の
位
牌
と
が
当
寺
に
安
置
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
」
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
「
元
禄
壬
午
年
」
と
は
元
禄
致
し
、

日本語・臼本文化

五
年
で
あ
っ
て

の
弟
子
某
」
と

は
、
玄
徳
寺
の
初
代
住
職
で
あ
る
大
随
和
尚
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
不
審
の
残
る
点
も
あ
る
。

に
引
い
た
寺
伝
は

の
存
命
中
に
銭
観
点
臼
が
玄
徳
寺
に
移
つ

老
僧
が
八
十
才
の
時
に
記
録
さ
れ
た
銅
銭
観
音
大
土
記
に
依
る
も
の
」
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
さ
き
に
見
た
通
り
、
「
冥
応
集
』
に
は
雪
庵
没
後
、
以
空
尼
の
家
族
が
中
津
に
持
ち
帰
っ
た
も
の
を
「
庵

主
」
(
霊
去
っ
庵
か
)
が
再
び
迎
え
入
れ
た
こ
と
を
記
す
も
の
の
、
玄
徳
寺
に
移
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
ふ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
銭
観

音
が
霊
一
等
庵
か
ら
玄
徳
寺
へ
移
っ
た
時
期
と
、

の
没
し
た
時
期
と
の
前
後
関
係
に
不
分
明
な
点
が
あ
り
、
正
確
な
時
期
は
断
じ
が
た

い
も
の
の
、
こ
こ
で
は
元
謙
一
五
年
の
前
後
に
玄
徳
寺
に
入
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
く
。

そ
の
玄
徳
寺
で
あ
る
が
、
{
参
考
資
料
3
B
}
を
み
る
と
、
生
一
玉
社
門
前
の
蓮
池
に
接
す
る
よ
う
に
、
広
大
な
寺
域
を
も
っ
て
搭
か
れ

て
い
る
(
現
在
で
は
、
蓮
池
の
あ
っ
た
場
所
は
生
王
公
園
と
な
っ
て
お
り
、
玄
徳
寺
の
旧
地
は
宅
地
な
ど
に
な
っ
て
い
る
)
。
『
昭
和
改
訂

ブL

正
法
山
妙
心
禅
寺
宗
派
図
』
に
収
載
さ
れ
た
「
昭
和
田
十
八
年
法
系
調
査
回
答
」に
よ
る
と
、
司
備
考
〕
往
昔
、
黄
葉
宗
ニ
シ
テ
寛
文
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正

ノ
創
建
ナ
リ
。
鉄
限
和
尚
貞
享
元
年
一
一
開
山
大
随
和
尚
ニ
委
嘱
シ
妙
心
寺
派
ト
ナ
ル
」
と
あ
る
。
生
玉
社
周
辺
の
寺
町
群
は
、
天

年
(
一
五
八
一
一
一
)
に
始
ま
る
豊
臣
秀
吉
の
大
坂
城
築
城
に
と
も
な
う
都
市
計
闘
の
環
と
し
て
形
成
さ
れ
は
じ
め
、
大
坂
夏
の
陣

五
)
を
経
て
整
備
さ
れ
る
。
寛
文

-0 

十(
一
六

な
ろ
う
か
。

二
年
(
一
六
七
一
一
)の
創
建
と
い
う
の
は
、

玄
徳
寺
が
現
在
の
茨
木
市
南
春
日
丘
の
地
に
移
っ
た
の
は
、
昭
和
田
八
年
(

九
七

化
し
て
ゆ
く
の
を
避
け
て
の
こ
と
と
い
う
。

一一玄事思考由緒一一一(柴!日

に
み
て
き
た
銭
観
音
に
関
す
る
事
項
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
克
和
一
一
一
年
(
旧
公
叶
)

寛
文
元
年

(
-
E
-
)

銭観音の寺

寛
文
七
年
(
】
訟
叶
)

党
文
一
二
年

C
S
M
)

元
禄
六
年
(
日
S
M
)

7c 
禄

五
年
(
コ
C
M
)

昭
和
的
八
年

C
3
凶
)

演

銭
観
音
所
在
地

以
内
工
氾
誕
生

夫
・
沢
井
庄
兵
衛
没

怠
子
・
角
的
別
(
ゆ
歳
)
没

角
助
七
回
忌
、
銭
鏡
店
悶
出
現

中
津
(
建
前
悶
)

玄
徳
寺
創
建
(
策
緊
宗
)

以
内
エ
尼
没
(
打
歳
)

中
津
↓
霊
山
今
庵
(
摂
津
国
・
曾
根
崎
)

径
一
雇
没
(
?
)

(
霊
場
庵
↓
中
津
↓
笠
一
次
つ
庵
)
?

一
割
紙
本
庵
↓
玄
徳
寺
(
摂
津
間
・
生
玉
門
前
)

玄
徳
寺
に
大
随
和
尚
(
潟
済
也
市
)

玄
徳
寺
移
転

や
や
遅
れ
て
問
地
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
に

で
あ
り
、

旧
地
の
生
玉
社
の
田
開
辺
が
歓
楽
街

玄
徳
寺
(
生
五
門
前
(
大
板
市
天
王
寺
区
)
↓
大
阪
府
茨
木
市
)
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こ
こ
ま
で
に
挙
げ
た
資
料
を
含
め
、
現
在
確
認
で
き
て
い
る
資
料
を
整
理
し
た
お
き
た
い
。

ま
ず
、
諸
資
料
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
収
載
し
た
も
の
と
し
て
、
玄
徳
寺
発
行
の
冊
子
が
あ
る
。
こ
の
間
子
は
昭
和
田
八
年
に
現
在
地
に

移
っ
た
際
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、
雪
庵
「
銅
銭
観
音
大
士
記
」
に
基
づ
く
縁
起
、
雪
庵
和
尚
の
賛
、
高
泉
和
尚
の
賛
、
法
一
装
禅
師
「
化

現
銭
観
音
大
土
縁
起
警
」
の
序
文
な
ど
が
収
め
ら
れ
、
貴
重
な
資
料
集
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
雪
庵
と
高
泉
に
よ
る
賛
は
銭

g(? 38 号 (2012)

観
音
出
現
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
法
雲
禅
師
も
当
時
、
小
倉
福
東
寺
住
職
で
あ
り
、

な
い
、
銭
観
音
が
中
津
に
あ
っ
た
頃
の
作
と
判
断
さ
れ
る
。

続
く
資
料
は
年
次
順
に
、
月
欝
『
観
音
一
新
験
録
』
(
元
課
九
年
)
、
岡
西
惟
中
『
霊
考
庵
銭
観
音
縁
起
』
(
一
克
明
係
十
四
年
)
、
蓮
体
『
観
音

冥
応
集
』
(
宝
永
一
二
年
)
と
な
る
。
こ
の
三
点
は
、
元
禄
六
年
の
以
空
尼
の
没
後
、
つ
ま
り
、
銭
観
音
が
大
坂
の
雷
庵
の
元
に
届
け
ら
れ

た
後
の
成
立
で
あ
る
。
次
に
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る
の
は
、
幕
末
期
の
資
料
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
『
摂
陽
奇F
(天
保
四
年
(

八
五
回
i

五
九
)
)
、
『
日
本
諸
国
観
音
霊
場
集
』
で
あ
る
。 い

ず
れ
も
出
現
か
ら
さ
ほ
ど
隅
た
ら

日本認・日本文化

八
一
一
一
一
二
)
)
、

足
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
(
安
政
年
間
(

『
笠
〈
応
集
』
か
ら
『
摂
陽
奇
観
』
ま
で
約
百
二
十
年
、
そ
の
間
に
は
、
大
坂
の
地
誌
の
代
表
と
も
い
え
る
『
摂
津
名
所
図
会
』
が
出
版

さ
れ
て
い
る
(
寛
政
八
!
十
年
(
一
七
九
六
!
九
八
)
)
が
、
そ
の
中
に
銭
観
音
の
記
事
は
見
え
な
い
。
で
は
、
そ
の
百
二
十
年
ほ
ど
の
問
、

銭
観
音
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
く
、

に
「
平
生
詣
人
拐
断
な
し
」
と
あ
る
通
り
、

そ
の
ご
利
益
を

求
め
て
参
詣
す
る
人
は
途
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
別
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
、

し
か
し
、
忘
れ
去
ら
れ
た

も
の
で
も
な
い
と
い
う
状
況
。
こ
の
こ
と
は
銭
観
音
が
一
種
の
ブ
l

ム
と
し
て
の
時
期
が
過
ぎ
た
あ
と
、

そ
の
地
に
根
付
い
た
観
音
さ
ん

と
し
て
親
し
ま
れ
た
こ
と
を
示
す
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
流
行
神
(
仏
も
含
め
)
の
熱
狂
的
な
ブ
i

ム
の
期
聞

は
長
く
続
く
も
の
で
は
な
く
、
時
間
の
経
過
の
中
で
芯
れ
ら
れ
て
い
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、
落
ち
着
い
た
信
仰
に
移
る
場
合
も
あ
る
。

は
、
檀
家
か
ら
玄
徳
寺
に
持
ち
こ
ま
れ
た
と
い
う
刷
り
物
(
回
二
二
ハ
×
一
八
・
一
一
叩
)
で
あ
る
。

{
参
考
資
料
4
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制
作
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
画
面
に
大
き
く
銭
銭
安
の
姿
が
描
か
れ
、

の
上
段
に
は
由
来
と
ご
利
益
が
記
さ
れ
る
。
檀
家
、
参
詣
者
へ
の
頒
十
仰
を
際
的

と
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
、
銭
観
音
が
信
仰
を
集
め
、
そ
れ
に
応
え
る
活
動
も

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
拠
の

つ
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
時
代
が
さ
ら
に

下
る
文
献
で
あ
る
が
、
「
浪
華
に
関
す
る
事
項
を
臣
細
と
な
く
書
き
つ
ら
ね
て

お
り
、
あ
た
か
も
浪
華
百
科
事
政
〈
の
感
が
あ
る
」
と
評
さ
れ
る

玄徳寺前絡一一(柴i到)

五
i

二
八
年
成
立
)

よ
う
に
記
さ
れ
る
。

(
明
治
一

に
は
、
「
銭
観
点
目
」の項
目
が
立
て
ら
れ
、
次
の

そ

【参考資料 4]

源
正
寺
の
上
の
地
の
東
北
角
な
る
、
伺
寺
と
か
い
へ
る
寺
院
内
の
小
堂
に
、
銭
観
音
を
安
置
す
。
是
は
銅
銭
の
火
に
あ
ひ
て
闘
結
、

其
後
ち
観
音
の
像
に
似
た
る
を
以
て
、
か
く
称
し
て
崇
め
る
も
の
な
り
。
間
廷
は
此
の
み
成
ら
ず
諸
方
に
あ
る
も
の
に
て
、
珍
し
と
い

ふ
程
に
は
非
ず
。
天
満
に
銭
観
音
の
そ
ば
や
と
い
へ
る
も
の
古
く
あ
り
て
、
其
家
に
も
ま
つ
れ
り
。

銭鋭?:fの学F

の
文
章
で
は
寺
院
名
が
記
さ
れ
な
い
な
ど

い
く
ら
か
批
判
的
な
見
方
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
な
い
で
も
な
い
が
、
「
此

の
み
成
ら
ず
諸
方
に
あ
る
も
の
」
、
ま
た
蕎
麦
屋
と
い
う
客
商
売
の

そ
れ
に
あ
や
か
る
風
潮
と
い
う
も
の
も
想
像
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ま
の
玄
徳
寺
は
観
光
寺
院
で
は
な
く
、
「
銭
観
音
」
と
開
い
て
も
思
い
当
た
る
人
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
大
阪
の
地
誌

や
壁
史
に
関
わ
る
書
籍
に
は
、
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
出
現
か
ら
五
百
五
十
年
近
い
時
間
を
経
て
、
ネ
オ
ン
の
儲
か
ら

に
間
断
な
し
」
と
は
よ
ほ
ど
様
子
の
違
う
景
色
の
中
で
、
銭
観
音
は
い
ま
も
秘
仏
と
し
て
大
切

に
も
あ
る
な
ど
と
い
う
点
か
ら
は
、
銭
観
音
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
、

離
れ
た
千
里
の
静
か
な
丘
の
よ
、

に
守
ら
れ
、
柁
ら
れ
て
い
る
。
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注(
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)
 
本
文
の
引
用
は
吋
{
氏
、
氷
版
本
観
点
日
冥
応
集
い
(
和
泉
書
院
、
二

O
O
六
年
)
に
よ
り
、
私
に
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
な
お
、
『
冥
応
集
』

は
こ
こ
に
掲
げ
た
説
話
に
続
け
て
や
国
の
先
例
を
挙
げ
る
。

。
北
日
シ
宋
朝
ノ
淳
照
元
年
ニ
、
同
九
九
江
ノ
官
民
橋
ノ
側
二
郎
氏
ノ
組
ア
リ
。
年
八
十
余
ナ
リ
。
救
モ
貧
ニ
シ
テ
、
茅
ヲ
締
デ
家
ト
シ
、
日
ニ
市

ニ
出
デ
、
食
ヲ
乞
テ
命
ヲ
柱
ヘ
タ
ヮ
。
人
皆
此
ヲ
憐
ミ
ケ
ル
。
弊
レ
タ
ル
物
ヲ
身
ニ
纏
ヒ
、
機
キ
物
ヲ
食
シ
テ
、
サ
テ
少
モ
乞
得
一
ア
余
リ

タ
ル
銭
ヲ
、
餅
ノ
中
ニ
放
メ
斎
へ
薩
タ
リ
。
此
ハ
観
音
ノ
像
ヲ
極
ン
ト
ノ
志
ナ
リ
。
其
年
ノ
夏
四
月
ニ
、
隣
ヨ
リ
焼
亡
起
リ
テ
、
彼
ノ
縦

ガ
室
モ
焼
失
タ
リ
。
明
日
綿
z
W泣
シ
テ
、
彼
ノ
室
ノ
焼
タ
ル
灰
ヲ
カ
キ
ノ
ケ
テ
、
銭
ヲ
入
タ
ル
緋
ヲ
取
出
シ
タ
リ
ケ
レ
パ
、
少
シ
モ
娯
ゼ

ネ
パ
悦
ピ
、
サ
テ
中
ノ
銭
ヲ
見
レ
パ
、
比
自
ナ
銘
ケ
テ
観
音
ノ
尊
像
ト
成
主
ヒ
、
其
御
長
一
尺
市
川
ヲ
ハ
シ
マ
ス
。
サ
テ
衣
冠
唆
務
、
楊
柳
浄

瓶
、
其
ノ
籾
ノ
勝
レ
タ
ル
コ
ト
、
一
言
ニ
述
ガ
タ
シ
。
仏
側
治
工
ナ
ド
詳
リ
集
ツ
テ
、
此
ヲ
持
シ
テ
日
夕
、
此
ノ
尊
像
ノ
資
ク
勝
レ
ア
ボ
ブ
体
、

我
仙
寺
ゴ
ト
キ
ノ
凡
人
ノ
カ
ニ
及
ビ
タ
ル
コ
ト
ニ
ア
ラ
ズ
ト
テ
手
ヲ
拍
テ
鍔
キ
讃
歎
シ
奉
リ
ヌ
。
山
的
資
高
官
ナ
ル
人
ア
リ
。
一
室
ヲ
営
ミ
作

リ
テ
彼
尊
像
ヲ
出
火
泣
シ
、
溺
氏
ノ
縦
ヲ
シ
テ
後
輩
ヲ
供
養
サ
セ
シ
メ
玉
ヒ
キ
。
組
ノ
寿
命
百
余
歳
?
テ
、
芯
無
リ
キ
ト
イ
ヘ
リ
。
古
今
時

殊
ニ
、
和
漢
人
同
時
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
大
土
ノ
霊
応
向
ジ
キ
者
ナ
リ
。

老
女
の
貯
め
て
い
た
銭
が
火
災
に
よ
る
熱
で
捺
け
、
そ
れ
が
観
音
の
形
に
悶
ま
っ
た
と
い
う
内
務
で
あ
り
、
こ
ち
ら
の
出
典
は
『
夷
堅
志
』
(
続

接
に
は
『
夷
際
志
和
解
』
)
に
求
め
ら
れ
る
。
宗
一
〈
応
集
い
は
、
「
今
此
笈
〈
応
袋
一
一
ハ
、
天
川
一
一
真
丹
ノ
事
ヲ
パ
殺
ズ
」
(
巻
一
一
第
一
話
)
と
い
う
方

針
を
掲
げ
る
が
、
実
際
に
は
中
国
の
話
題
も
散
見
す
る
。
い
ま
の
場
合
も
、
最
後
の
一
文
「
十
日
今
時
殊
ニ
、
和
漢
人
問
問
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
大

土
ノ
霊
応
向
ジ
キ
者
ナ
リ
」
と
の
感
動
か
ら
導
か
れ
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
吋
側
壁
日
新
験
録
』
に
つ
い
て
[
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
の
紹
介
を
か
ね
て1
」
(
史
文
慈
論
濃
い
じ
二
号
、
一
一OO
九
年
)
。

『
棋
津
名
所
関
会
大
成
』
巻
田
(
『
浪
速
遊
説
と
第
七
、
名
著
山
山
版
、
一
九
七
八
年
)

認
翌
日
新
験
録
』
(
山
崎
淳
「
地
球
寺
蔵
吋
観
点
日
新
験
録
』
l

翻
刻
と
解
題
」
、
『
上
方
a
X
芸
研
究
』6
号
、
二
O
O
九
年
)
に
よ
り
、
次
に
掲
げ

る
。
な
お
『
大
成
』
の
米
日
胞
に
い
う
月
潔
和
尚
の
著
作
と
は
、
本
設
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
。

第
日
話
青
銅
ノ
化
現

尼
以
空
ハ
乃
チ
渋
田
見
氏
ナ
リ
。
其
ノ
先
ハ
山
山
ツ
於
信
之
仁
科
氏
ニ
。
迎
夕
争
中
津
ノ
沢
弁
氏
ニ
。
沢
井
早
没
シ
テ
、
又
喪
ス
二
一
子

ヲ
一
。
従
レ
是
発
心
機
髪
シ
テ
、
潜
ム
:
跡
ヲ
一A
智
子
。
常
日
二
本
シ
テ
:
大
土
ニ
…
、
繭
持
ス
ム
後
門
日
間
一
ブ
。
即
位
イ
テ
依
ヲ
一
ナ
大
土
ノ

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
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一回一一三校徳寺由緒一一(柴E日)銭観音の三子

(
5
 

前
日
一
一
、
毎
ニ
レ
諦
ス
ル
→
一
一
口
問
ヲ
\
則
投
ス
ニ
一
文
銭
ヲ
…
。
銭
既
日
一
一
悠
レ
ハ
則
チ
傾
ケ
出
シ
テ
、
以
テ
備
ナ
ブ
ニ
脊
燭
一
一
一
。
以
テ
一
一
前

持
不
ル
ヲ
一
レ
際
ラ
、
銭
燈
ニ
数
ツ
レ
径
一
一
。
寛
文
了
来
、
冬
十
月
一
夕
、
隣
家
失
火
、
延
燦
ス
一
一
其
舎
ヲ
一
。
明
日
家
人
、
機
ツ
テ
一
一
盛
土

ヲ
一
、
得
♂
一
銭
後
ヲ
一
。
箆
既
ニ
成
ル
レ
灰
ト
。
其
中
有
り
下
隠
然
ト
シ
テ
、
類
セ
ル
一
二
一
枇
党
丸
形
ニ
ア
)
点
者
噛
上
~
。
掬
シ
テ
レ
水
ヲ
漁
訓
潟
俄
ス
レ
ハ
ぺ
、
乃
チ

為
二
堂
哀
大
土
之
像
一
\
。
高
ケ
可
二
一
三
一
ニ
一
寸
一

1、
下
ニ
踏
ム
…
ニ
一

銭
文
尚
存
セ
リ
。
殊
相
厳
腐
、
宛
モ
如
シ
一
一
銭
工
ノ
、
極
メ
テ
巧
妙
ナ
ル
カ
一
。
空
大
ニ
驚
喜
シ
テ
、
五
ル
ニ
於
感
泣
之
一
小
ル
ニ
一
レ
遼
ア
ラ
。

於
レ
是
ニ
新
ニ
装
ツ
テ
ニ
宝
禽
ア
、
以
安
ス
レ
之
ヲ
。
敬
礼
供
養
不
二
敢
テ
少
ク
モ
離
レ
…
、
ム
口
邑
拝
除
シ
テ
、
間
起
ス
レ
信
ヲ
者
、
甚
多
シ

(
小
字
の
送
り
が
な
を
本
文
と
向
大
に
す
る
な
ど
、
表
記
は
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
)

円
相
豊
田
新
験
録
い
の
第
十
四
話
「
水
火
無
レ
致
」
は
、
小
倉
務
小
笠
原
氏
に
仕
え
た
渋
田
見
成
田
治
に
関
す
る
話
柄
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
通

り
で
あ
る
。
寛
文
一
元
年
(
二
ハ
ム
ハ
一
)
、
少
年
で
あ
っ
た
盛
治
は
井
戸
の
威
か
ら
一
寸
三
分
の
観
音
像
を
得
、
大
切
に
護
持
し
て
い
た
。
同
十

年
(
二
ハ
七
O
)
に
隣
家
の
失
火
に
よ
り
類
焼
し
た
も
の
の
、
観
音
像
は
少
し
も
損
ず
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
吋
観
音
新
験
録
』
に
よ
る
間
以
り
、

寛
文
元
年
に
は
盛
治
は
七
、
八
歳
だ
っ
た
よ
う
で
あ
り
(
「
年
在
麟
靴
」
)
、
陪
年
に
は
四
十
四
歳
と
免
込
ま
れ
る
以
空
間
出
と
は
、
一
一
一
十
数
年
、
つ

ま
り
一
役
代
ほ
ど
の
年
齢
差
と
な
る
。
渋
m
m見
氏
の
系
図
類
で
、
以
内
ヱ
尼
と
盛
治
の
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
が
、
両
者
に
血

縁
関
係
が
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
と
、
よ
ほ
ど
観
点
目
と
の
縁
の
深
い
家
系
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
宗
一
(

応
集
』
の
直
前
話
(
巻
凹
第
二
十
九
話
「
井
ヲ
淡
テ
袈
像
ヲ
得
、
並
ニ
画
像
火
一
一
焼
ザ
ル
事
」
)
も
間
内
容
の
説
話
で
あ
る
が
、
盛
治
に
つ
い

て
は
、
「
渋
回
見
盛
治
居
士
ト
一
広
人
ア
リ
」
と
紹
介
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
渋
悶
同
川
ん
成
四
治
に
つ
い
て
は
、
『
一
一
一
一
自
柑
術
家
臨
人
名
事
典
』

7
(
新
人

物
往
来
社
、
一
九
八
九
年
)
を
参
照
。

吋
務
史
大
事
典
』
第
七
巻
九
州
編
(
雄
山
閥
、
二
O
O
二
年
)
な
ど
を
参
照
。

玄
徳
寺
発
行
の
冊
子
に
よ
る
。

こ
の
時
期
の
問
題
と
し
て
、
曾
根
崎
と
い
う
場
所
と
観
音
と
の
関
わ
り
で
一
点
付
け
加
え
て
お
き
た
い
(
信
多
純
一
「
近
世
芸
能
に
見
る
巡
礼
」

『
道
と
巡
礼
』
(
和
泉
書
院
、
一
九
九
一
一
一
年
)
参
照
)
。
元
禄
十
六
年
(
一
七

O
一
一
一
)
、
近
松
門
友
衛
門
は
、
神
明
社
に
も
近
い
曾
根
崎
天
神
の
森

で
起
こ
っ
た
心
中
事
件
を
も
と
に
諒
同
般
的
心
中
い
を
発
表
す
る
。
現
在
で
は
「
生
支
社
前
の
段
」
か
ら
上
演
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
来

は
そ
の
前
に
「
観
音
め
ぐ
り
」
が
霞
か
れ
て
い
る
。
遊
女
お
初
が
大
坂
一
一
一
十
三
観
音
を
巡
礼
す
る
趣
向
で
あ
り
、
「
一
擦
に
天
満
の
太
一
搬
寺

・
・
:
白
む
夜
明
け
の
潟
も
二
番
に
長
福
寺
:
:
照
す
鋭
の
神
間
的
官
拝
み
廻
り
て
法
住
寺
」
と
続
き
、
「
愛
も
稲
荷
の
神
社
、
仏
神
水
波
の
し
る

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
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設~ 38 号 (2012)日本語. Iヨ本文化ず
お

し
と
て
、
援
な
ら
べ
し
新
御
霊
」
ま
で
、
一
二
十
三
の
寺
社
の
名
が
連
ね
ら
れ
る
。
一
冗
禄
十
六
年
は
、
銭
観
音
が
玄
徳
寺
に
移
っ
た
時
期
と
相
前

後
す
る
。
「
観
音
め
ぐ
り
」
の
く
だ
り
に
は
、
玄
徳
寺
、
あ
る
い
は
軍
一
本
庵
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
観
音
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

た
時
期
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

吋
昭
和
改
訂
正
法
山
妙
心
禅
寺
宗
派
図
』
所
救
の
「
寺
務
調
査
表
」
(
大
正
六
年
)
に
も
伺
様
の
内
容
を
記
す
。
現
在
は
臨
済
宗
で
あ
る
が
、
も

と
筑
紫
宗
の
寺
と
し
て
創
建
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
銭
観
音
の
出
現
当
時
、
山
民
紫
抽
出
か
ら
資
が
贈
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
も
関
連
す
る
で
あ

ろ
う
。

一
時
軒
岡
商
惟
中
の
作
は
玄
徳
寺
冊
子
に
も
概
略
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
資
料
に
一
一
一
点
の
所
在
が

知
ら
れ
る
。

「
北
埜
銭
観
音
」
の
項
に
記
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
前
半
は
源
頼
朝
へ
の
復
讐
を
図
る
梶
原
景
清
が
、
両
自
を
く
り
抜
い
て
頼
朝
と
対
面
、
日
向

閣
に
流
さ
れ
た
の
を
、
恋
人
の
阿
古
屋
が
下
向
し
て
再
会
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
後
半
に
、
附
古
屋
の
従
弟
造
酒
之
介
が
景
清
念
持
仏
を

管
理
し
、
毎
日
尊
前
に
一
銭
、
ず
つ
捧
げ
て
い
た
が
、
あ
る
と
き
隣
家
よ
り
出
火
、
念
持
仏
は
助
け
出
し
て
今
に
洛
陽
清
水
寺
の
景
清
観
音
と
拝

ま
れ
て
お
り
、
灰
燐
の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
銭
は
観
点
日
姿
と
な
っ
て
今
に
「
大
坂
北
埜
神
明
近
辺
に
銭
観
音
と
採
れ
給
ふ
」
と
諮
ら
れ
る
。
前

半
は
且
忠
清
伝
承
に
則
っ
た
も
の
で
あ
り
、
後
半
は
、
難
波
寺
の
凪
忠
清
爪
形
観
音
の
伝
承
と
も
混
線
し
て
い
る
よ
う
な
話
と
な
っ
て
い
る
。
吋
浪

速
叢
唯
一
己
所
収
の
『
摂
陽
奇
観
』
で
は
、
問
項
の
米
に
「
生
玉
玄
徳
寺
/
銭
観
音
あ
り
(
原
本
コ
ノ
所
一
一
貼
紙
ア
り
ご
と
の
注
目
記
が
な
さ

れ
て
い
る
。

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
資
料
に
よ
る
。
成
立
年
次
は
不
明
だ
が
資
料
の
様
相
か
ら
、
江
戸
末
期
ご
ろ
の
作
品
と
判
断
し
た
。
内
容
は
、

日
本
各
地
の
著
名
な
観
点
目
に
つ
い
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
銭
観
音
に
つ
い
て
は
、
「
摂
州
市
開
成
都
天
満
曲
目
恨
崎
霊
山
今
庵
の
本
柑
却

を
銭
観
点
目
と
一
去
は
」
と
始
ま
っ
て
お
り
、
コ
ー
〈
応
集
』
な
ど
の
先
行
作
品
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

由
民
間
悶
登
『
江
戸
の
は
や
り
神
』
(
ち
く
ま
学
装
文
庫
、
一
九
九
三
年
)
、
鈴
木
岩
弓
「
「
流
行
神
」
の
誕
生
と
霊
験
詳
績
樋
観
音
の
場
合
」
(
吋
島

根
大
学
教
育
学
部
紀
委
(
人
文
・
社
会
科
学
)
』
一
一
六
、
一
九
九
二
年
二
一
月
)
、
安
田
正
高
「
近
倣
江
戸
に
お
け
る
流
行
神
と
伝
説
」
(
吋
国
文

学
解
釈
と
鍛
賞
』
一
一O
O
五
年
一
O
月
)
な
ど
を
参
問
問
。

日
本
随
筆
大
成
(
第
三
期
2

、
古
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
)

木
谷
議
吟
「
大
阪
を
歩
く
」
(
『
随
筆
大
阪
』
所
収
、
九
四
三
年
・
錦
城
出
版
社
)
、
長
谷
川
幸
延
『
大
阪
今
北
日
』
(
一
九
四
六
年
・
青
朗
社
)
、

9 10 (
日
)

12 (
日
)

(
M
)
 

(
日
)
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ー」

一一ーノ、

吋
難
波
大
阪
郷
土
と
史
践
』
(
一
九
七
五
年
・
論
談
社
)
、
吋
大
阪
春
秩
』
創
刊
号
(
一
九
七
一
一
一
・
一
月
)
、
一
一
一
十
五
号
(
一
九
八
一
一
一
・
一
一
一
月
)
、

一
一
一
諮
問
貞
司
編
著
吋
大
阪
史
蹟
際
政
〈
』
(
一
九
八
六
年
・
清
文
掌
)
、
一
一
一
善
良
司
一
編
著
主
人
波
伝
承
地
誌
集
成
い
(
一
一

O
O
八
年
・
清
文
堂
)
な
ど
。

【
参
考
資
料
l

】
は
玄
徳
寺
提
供
、
{
参
考
資
料
2

、

4
}
は
稿
者
撮
影

【
参
考
資
料
3
(
A

、

B

と
も
)
}
悶
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
所
絞
地
図
デ
i

タ
ベ
i

ス
」
の
「
新
撰
場
補
堂
社
仏
閣
絵
入
諸

大
名
御
屋
敷
新
校
正
大
波
大
絵
図
」
(
富
甘
い
\
\
8
2・
口
一nE
F
5
・
釦
之
官
\
口
町
一

N
H
H
\
窓
口
ぢ
田
町
三
日
笠
宮
口
}
)
に
よ
る
。

一一三乞徳寺山総一一(然防)

〔
付
記
〕

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
玄
徳
寺
住
職
本
多
智
昭
和
尚
、
梅
松
院
副
住
職
本
多
道
隆
和
尚
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
玄
徳
守
の
先
代

住
職
寺
庭
婦
人
正
子
様
に
は
戦
後
か
ら
現
夜
に
透
る
玄
徳
寺
、
銭
観
点
日
に
関
す
る
資
設
な
お
話
し
を
う
か
が
う
機
会
を
賜
り
ま
し
た
。
深
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
神
戸
説
話
研
究
会
に
お
け
る
研
究
報
告
に
悲
勺
つ
い
て
い
ま
す
。
研
究
会
の
路
上
、
考
察
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
お
益
な
ご
意
見
を
く

だ
さ
い
ま
し
た
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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The temple of Zeni-kannon 

Yoshinari SHIBATA 

The statue of kannon at Gentokuji temple(Ibaraki, Osaka) is called 'Zeni
kannon'. The statue has a wonder story about its appearance. At 1661, Sawai 
Kakusuke died at the age of 19. His mother felt sad, and became anum. She saved 
coins to build the statue ofkannon for Kakusuke. At 1667, One day the next house 
was burned and her house was also burned. The next day, she found the shining 
thing at the place of her house. It is the statue of kannon. The coins which she 
saved melted and overlapped by fire, and became the shape of kannon, the size of 
it is about 10 em. 

In this paper, I considered the circumstances of the movement of Zeni-kannon 
from Nakatsu at Kyusyu, to Reisinan at Sonezaki Osaka, and to Gentokuji 
temple. 
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